
代表研究者：
所 属：

安全・信頼

－二種類の表示の違いと、それぞれに利用する検査法について－
成果の特徴
遺伝子組換え（genetically modified : GM）食品の表示制度には、義務表
示と任意表示があります。任意表示は、2023年4月より新しい制度になり
ました。新しい任意表示制度と、その信頼性を担保するための検査法に
ついて解説します。
成果の内容
遺伝子組換えに関する任意表示については、消費者に、より正確に情報が伝わるよ
うに、使用した原材料に応じて「適切に分別生産流通管理された」旨の表示と「遺
伝子組換えでない」等の表示の二種類に表現が分けられることになりました。
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参考「食品表示基準について」の一部改正について（消食表第389号）

１「適切に分別生産流通管理された」旨の表示
適切な分別生産流通管理を行って、非意図的な混入が5%以下に抑えられている
大豆及びとうもろこし並びにそれらを原材料とする加工食品

２「遺伝子組換えでない」等の表示
適切な分別生産流通管理を行って、遺伝子組換えの混入がないと認められる
大豆及びとうもろこし並びにそれらを原材料とする加工食品
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図ΔΔCq法の概略図 ΔΔCq値がゼロ以下の場合は陽性、ゼロより
大きい、あるいはΔCq1値が得られない場合は陰性と判定する。

検査法
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